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内 容 抄 録

 捜痢及ビ疫痢様疾患ノ病原問題ハ今日尚確定ノ域二

三セズ諸説紛．々タリ．然レ共細菌ノ腸内感染ニヨリテ

惹起セラル・急性重篤ナル疾患タル事ハ異論ノナキ所

ナリ．

 余ハ今春機會アツテ溝渠水中二面ツテ顛落セル小児

が約2叢夜後二急激ニシテ重篤ナル疫痢檬症朕ヲ呈セ

ルモノヲ経験シタルヲ以ツテ，興味ヲ以ツテ該溝渠水

ノ細薗學的槍索ヲ行ヒタルニ，病原菌トシテ大原菌ヲ

謹明シ得タリ．而シテ溝渠水及ビ溝渠水申ヨリ分離セ

ル大原墓ヲ余等ノ「ヒスタミン」産生培養液10％牛肝片

加湿ブイヨン」二培養スル事ニヨリテ，何レモ可成リ

ノ量二「ヒスタミン．1産生セラル・ヲ知り，恐ラク該溝

渠水中ノ細菌部チ大原菌が主因ヲナセルモノナラント

ノ結論二到達セリ．
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第1章 緒

 疫痢ナル疾患ハ今日病原問題ヲメグリテ樹種

々議論ノアル事ハ周知ナルモ，該疾患ノ主要症

歌ヲ読明スルニ當り，恰モ細菌ノ感染ヲ無量シ

タル如キ論説ヲナスモノアルガ，該疾患ゾレ自

身ハ細菌ノ感染ヲ離レテ存在セザル事ハ言ヲ侯

タザル所ナリ．帥チ其ノ病原菌が何レニセヨ，

必ズや因ツテ來ル菌ノ存在ハ維封必要鉄ク可力

論

ラザルモノナリトス．唯其等細菌ト症歌護現ト

ノ因果闘係二至リテハ必ズシモga一．＝アラザル

ヲ思置シム．病原菌二身イテモ余等モ多年之が

槍三二旧事シ居ル所ナレドモ之モ未ダ「定セル

所論＝到達シ得ザルガ，從來ノ余等ノ研究及ビ

先進諸家ノ研究成績ヨリ併セ考ヘテ勘クト．e疫

痢様症歌ノ病原菌トシテハ，赤痢異型菌，大原
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菌（「パラ赤痢菌），「パラチフス菌驕及ビ大腸菌

等ヲ認メ得可ク，之等が何レモ疫痢及ビ疫痢様

疾患ノ病原菌タリ得ルモノト信ズル次第ハ既二

屡々記述スル所ナリ，

 余ハ今春偶々疫痢様症状獲現ト此ノ細菌感染

＝關シテ興味アルー症例ヲ経験セルラ以ツテ鼓

二報一告スルト共二大：方諸賢ノ御批判，御i教示ヲ

仰ガントスルモノナリ．

 疫痢様疾患ハ腸内細菌ノ感染ヲ縄樹必要トス

ル事ハ上述ノ如クナルモ，時二外観的＝細菌感

染ノ機倉ヲ軍事セザル事アリ，本患見モ全然誘

因ト明徹サルベキ食物過誤無キニ該疾患ヲ呈セ・

ルモノ＝シテ，唯護病2日前馬附近ノ溝渠中＝

顛落シ，其ノ直後重篤ナル疫痢様症歌ヲ呈シ，

全ク共ノ溝渠中ヘノ顛落が直接主要原因タリト

思ハシムルが如二二ヲ呈セリ．然レドモ其ノ講

義水ノ細菌學的二瀬ノ結果ハ共ノ中二多数ノ大

原菌ヲ詮明シ，更二右分離セル大原菌ヲ培養ス

ル事ニヨリ相碁量ノ「ヒスタミン」ノ産生セラル

・ヲ認メタリ．

 以下簡軍二症例ヲ記載スルト共二溝渠水培養

ニヨル「ヒスタミン」産生試験成績ヲ報告セント

’ス．

第2章 癌 例

 曇霞ハ當金澤市ヨリ可ナリ離レタル某市在住ノモノ

ナリ．偶・々今春上述ノ如ク溝渠水中二誤ツテ顛落シ，

ソノ直後疫痢檬疾患二子リ，本敏室員山田国士ハ姻戚

ノ故ヲ以ツテ招カレテ同市二出張セラレ親シクソノ臨

淋選歌ヲ観察スルト共二目ラ治療．二當り，幸二治癒セ

ル症例ナリ．

 該病床日誌ハ山田學士ノ御好意二曹ルモノニシテ騰

馬ニソノー一端ヲ記載セントス．

 患児 瀬○谷O郎，2年6ケ月，♂．

 現病歴 昭和15年2月21日：午前11時頃友達ニヨリ

附近ノ下水溝渠中ヘツキ落サレタリトテ鶴宅セリ．母

親ノ云フ所ニヨレバ當時小児ハ全身泥水ヲ被り頭部顔

面モ溝水ニテ汚レ居タリト云フ．

 22目：食思不振ナルモ別段其ノ他二異常ヲ認メズ．

 23日＝霊間異常ナク普段ノ如ク元耳順シテ，午後7

時入浴セリ．同夜11時過頃急二腹：痛ヲ訴へ其後睡眠不

良トナル．

 24日＝腹：痛輕快セズ．午前1時及ビ3時ト2回水様

便少量アリ。4時二第1回ノ痙攣嚢1乍アリテ，市内在

住ノ署師ノ往診ヲ乞ヒ，涜腸，葡萄糖ノ注射ヲ受ケ，

叉強心剤（「カンフルJ）ノ注射等モウケタリト云フ．午

宙11時大；量ノ嘔吐アリ．吐物ハ主トシテ食物細片ナ

リ．午後4時二第2回目痙攣襲作アリテ直チニ前記醤

師ノ許へ入院ス．入院後早速腸洗源及ビ「fU，ソフル」注

射ヲ受ク．此ノ前後潟ヲ訴フル事：甚シ．膣温380C二

上昇シ，穿下140，緊張悪シ．午後8時二時リ脛攣頻

護ジ，脈榑モ非常二頻数且微弱トナリ，顔面「チアノー

ゼヲ呈」セリ．午後11時二葡萄糖ノ趣脈内注射ヲ受ク．

 25日：夜申ノ1時頃＝至り，ヤ・安欝トナレルモ嗜

眠亀目ニテ意識凋濁ス．脈搏ヤ・緊張良好トナル．伺

時々口頭アリ．漸i欠熱下降シ，夕刻ヨリ李温トナル．

 26日：午後ヨリ眼付キ良好トナリ，且意識明瞭トナ

ノジ．以後順調二経過ス．

 27日＝此ン難解欝病來毎日リンゲル氏液注射ヲ受

ク．

 29日ヨリ便ノ性状曽通ノ如クナリ，3月2日ヨリ

「トースト」，三分粥，「スマシ汁等ヲ食シ始メ，固形

便1日1行トナル．

 3月4日殆ソド至：侠セルラ以テ退院ス．

 簡軍二盤温表ヲ参考迄二掲ゲソ．

 其ノ病症経過ハ大謹上記ノ如クナルモ，護病原因ト

思ハル、モノヲ種ノピ探聞スルモ全然食物ニヨルト見倣

サル、モノヲ與へ居ラズ，且家入モ卒素躍二食事二才

ヲ付ケ居ル故二然ル事ナシト申シ居レリ，尚當地近所

ニチハ之迄小兇が毎年若干名ハ該溝渠申二墜落シ，カ

・ル急性症駄ヲ呈スルモノアルヲ経験シ，附近民ハ恐

ラク溝渠水中ノ泥水が原因ヲナスナラソト噂：シ且信ジ

居川状態ニテ，現二最近右溝渠ノ凌藻ヲ行フニ至リタ

ル所ナリト云フ．尚右圭治醤ノ言ニョレバ斯クノ如キ

際屡・々患者糞便ヨリ赤痢菌屡細菌ヲ樵出スルト云フ．

 斯クノ如キ1ヨリ該溝渠中ノ泥水が何等力病原的意

義ヲ有スルモノニ非ザルヤニ興味ヲ感ジ，早速該泥水

途下方ヲ前記愚児宅二依頼シ，以テ泥水申ノ病原菌梅

索ヲ試ミタリ．

［ 2 ］
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第3章溝渠中ノ泥水ノ細菌學的穣査殊島ソレヨリ分離シ

    得タル大原菌ノ「ヒスタミン」産生試験成績

 被槍泥水ハ先ヅ當方ヨリ，豫メ滅菌セル共ロ

ガラス瓶及ビ漏斗ヲ前記患家二逡リ，豫メ煮沸

漕毒セル「ヒシヤク」ヲ以ツテ患児ノ墜落セシ個

所附近ノ泥水ヲ之二汲ミ入レ，嚴重二密封シテ

返逡ヲ乞ヒ入手セルモノナリ．

 該溝渠水ノ性歌：

 微二緑色ヲ帯ベル汚繊黒色ノ液ニシテ粘稠度

大，ドロドロトシテ泥歌ヲ呈ス．泥臭ノ外二輕

度腐敗臭アリ．泥水中ヲ硝子棒ニテ擁拝スルニ

「アヲミドロ」ノ如キ藻類ノ存在ヲ認ム．室内二

放置スルモ液贋部ト泥歌部トニ分離セズシテー

様二「ヱムルジオン」ノ檬ヲ呈ス．唯長時間ニシ

テ初メテ梢透明ノ上澄ヲ分離スルヲ見ル．カ・

ル泥水ヲ早遽「ヒスタミン」産生検索液トシテ準

常當教室ニテ使用セル10％牛肝片加肝ブイヨ

ン」二26se植ヱ，同時ニー方其ノ泥水ノー部ヲ

雫板塞天培養基及ビ遠藤氏培養基二培養ヲ試ミ

菌ノ分離iヲそヲヒタリ．

 右増養ヨリハ槍索ノ結果，培養基上ノ成績或

ハ共ノ血清學的幽沃ヨリ大原菌ニー一一一一一L致スル菌株

ヲ殆ド純培養二得タルヲ以ツテ，更二之ヲ同様

牛肝片加肝ブイヨン」二加ヘテ培養ヲ行ヒ，直

接前記泥水ヲ培養基二加ヘタルモノトノ爾者二

：就キ「ヒスタミン」ノ産生如何ヲGuggenheim－

L6ffler（1）氏法ニヨリ海狽腸管法ニヨリ槍索セ

リ．

 右「ヒスタミン」産生成績ハ第2表ノ如シ．帥

チ當該表ニヨリ知ラル・如ク，培養第1日目二

該有毒アミン」ノ産生ヲ認メ得タリ．而シテ其

ノ産生量ハ大凡培養液100cc中25m9程度ニシ

テ，爾者間ニハ殆ド差異ヲ認メザリキ．唯泥水

ヲ直接培養基二加ヘタルモノニ於テハ培養4日

目二産生増加シ約倍：量帥チ培養液100cc申二

5m9トナリタリ．
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樹培養液ノPHノ攣化二關シテハ殆ド其ノ二 化ヲ認メザリキ（第3表参1恥．

第2表 溝渠水及ビ分離大原菌培養ニヨル「ヒスタミン」産生成績

培養液
番 號

317號

318號

培 養 菌

分離大原菌
溝渠水直接培養
  26se

o 1日

25 ×

50 ×

2日

50×

50 ×

歌心

50 ×

50 ×

4日

50 ×

100 ×

 上記正中ノ数字ハ培養液ノ稀繹倍数ヲ示ス．

EPチ50×トアルハ培養原液ノ50×稀繹液0・4cc

ガ軍位「ヒスタミン」量（1坤1m9ノ才量「ヒス

タミン」ヲ含ム溶液ノ0．2cc）＝相當スルモノナ

リ．故＝50×ナラバ培養液100cc中ノ産生「ヒ

スタミン」量ハ2．5mgナリ．

第3表  同上培養液：PHノ憂化

培養液
ﾔ 號 培 養 菌 0 1目 2日 3日 4日

317號

R18號
分離大原菌
a  渠  水

7．0

V．0

7．0

U．5

6．5

U．5

6．3

U．5

7．0

U．5

樹泥水中ヨリ分離セル大原菌ハ次ノ如キ性歌

ヲ示セリ．

：先ヅ糖分解成績ヲ示セバ第4表ノ如シ．

第4表 分離菌ノ糖分解成績

糖 種 類 分解
分解迄
m日数

マ ン ニ ツ ト 十 1日

マル ト ーゼ 十 1日

アラビノーゼ 十 1日

デキストロ一骨 十 1目

ガラクトーゼ 十 2日

ラ ク トーゼ 十 6日

サツカローゼ 十 12日

債1他ノ検i素成績ノニ三ヲ記スレバ次ノ如シ．

 1） 短桿菌．       L・t

2）「グラム」陰性．

3）瓦斯形成ナシ．

4）「インドール反懸ナシ．

 5） 牛乳凝固  培養10日目二陽性・

第4章総括及ビ考按

 抑々疫痢檬疾患ハ種々ノ誘因ニヨリ惹起セラ

ル・ハ周知ノ事忌ナリ．三一今春2年6ケ月ノ

男見が溝渠中二顛落シ，其ノ直後ヨリ疫痢様重

篤ナル症状ヲ呈シタル症例ヲ経験セリ．患見ハ

上述ノ如ク可ナリ重篤ナル疫痢様症駄ヲ呈シ，

而カモ二二全然原因及ビ誘因ト思ハル・如キ事

項ヲ聞カズ．從ツテ溝渠水中顛落が誘因ニシテ

且直接的原因ト思惟サル・モノナリ．

 先ヅ溝渠水ヲ直接10％平野片加培養液二加ヘ

テ培養シ，他方該溝渠水中ノ菌槍索ノ結果大原

菌ヲ分離シ得タルヲ以ツテ，右分離菌ヲ同時as

同様培養液二培養シ夫々培養液中ノ「ヒズタミ

［ 4 ］
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  箆1圃  溝渠水ノ「ヒスタミン」瞼査
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第2圖  溝渠水及ぜ大原菌培養成績

   上 （317號）…・……大原菌培養  ｛
   下 （318號）・ …溝渠水培養

（2）
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        ニョル「ヒスタミン」産生試験成績 21エ5

ン」産生度ヲ槍索セリ．

 右結果ニヨルニ大罷二於テ略ボ同：量ノ産生度

（培養液100cc中2．5一＞5mg）ヲ見，且産生ハ比

較的早ク，培養後24時闇前後ニシテ既二相當量

二行ハル・ヲ見タリ．

 カ・ル「ヒスタミン」産生試験ノ結果ヨリ，溝

渠水中顛落が明ラカニ主要原因ニシテ，二二二

三過ツテ嚥下セラレタリト推察サル・大原菌が

直接原因ヲナセシモノナラントノ信念ヲ得タ

リ，帥チ本實験成績ニヨリ溝渠水ヘノ顛落Sヨ

ル際ノ細菌感染が疫痢肝疾患ノ主因トナリウベ

シトハ容易二推察ザル・所ナリ．

 勿論溝渠水ソレ自艦ニヨノL物理的影響等モ四

病ノ誘因タリウルモノト考ヘラルモ其ノ主要原

因ハ其際腸管感染ヲ來セル大原菌ニヨルモノナ

リト考ヘテ然ル可シ1・信ズ。

第5章 結

 溝渠水中二顛落セル直後二於テ疫痢様口歌ヲ

呈シタル患児ヲ経験シ，恐ラク溝渠水中ノ細菌

感染が直接的原因ヲナセシモノナラン1・テ，該

溝渠中ノ泥水ヲ10％牛肝片加肝ブイヨン」増養

液二培養スル事ニヨツテ相當量ノ「ヒスタミン」

ノ産生セルラ認班田リ．而シテ産生度ハ：培養液

100cc中最高5mg程度ナリキ．

 同時二溝渠水ノ細菌學的野索ヲ行ヒテ病原菌

トシテ大原菌ヲ誰明シ得タリ．

 該分離大原菌ヲ同類IO％牛輿車加斗ブイヨ

ン」二培養ヲ試ミ，略ボ同量ノ「ヒスタミン」産

生セラル・ヲ知り得タリ．

論

 最高産生量器培養液100cc中二 2．5m9前後ノ

値ヲ示セリ．

 一粒溝渠水ニハ全然「ヒスタミン」ヲ謹明シ得

ラレザリキ（附圖，第1圖参雌）．

 十二十ツテ之ヲ観ルニ溝渠水中ノ病原菌（大

原菌）ガ腸管感染ヲ來タシテ，カ・ル疫痢檬症

歌ヲ呈セシモノナラントシテ誤りナカル可キヲ

信ゼントス。

 欄筆スルニ臨ミ，終始御指導御鞭燵ヲ辱フシ，

更二一棟閲ノ螢ヲ賜ハリタル 恩師 泉 教授二

満干ノ謝意ヲ表ス．備本教室員山田義孝學士ノ甚

大ナル御好意ヲ深謝ス．
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